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世界と地域を繋ぐ力

を証明する称号

“ ”
 

地
方
創
生
推
進
士 

か
ら

 

グ
ロ
ー
カ
ル
創
生
推
進
士 

へ

　

過
疎
高
齢
化
・
人
口
減
少
な
ど
「
課
題

先
進
県
」
と
い
わ
れ
る
高
知
県
。
高
知
大

学
で
は
、
地
域
へ
の
理
解
と
愛
情
、
地
域

で
働
き
た
い
と
い
う
志
を
持
つ
学
生
を
育

成
し
、「
地
方
創
生
推
進
士
」
と
し
て
認

証
し
て
き
ま
し
た
。
称
号
を
得
る
に
は
育

成
科
目
18
単
位
の
修
得
が
必
要
で
す
。
講

義
に
加
え
、
地
域
で
の
実
習
、
経
営
者
や

行
政
機
関
の
も
と
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
な
ど
現
場
で
の
学
び
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
２
０
２
４
年
３
月
末
時
点
で
、
合
計

２
７
４
名
の
地
方
創
生
推
進
士
が
高
知

県
・
全
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
高
知
で
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
な
の
か

　

そ
し
て
近
年
、
外
国
人
技
能
実
習
生
や

外
国
人
観
光
客
の
増
加
な
ど
に
よ
る
多
文

化
共
生
社
会
の
進
展
、す
な
わ
ち
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
影
響
が
、
私
た
ち
の
足
下
の
高

知
県
に
も
急
速
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
と

い
っ
た
問
題
が
複
雑
に
進
む
高
知
県
に
お

い
て
、
地
域
レ
ベ
ル
か
ら
の
国
際
ア
ジ
ェ

ン
ダ
（SDGs

等
）
の
推
進
や
諸
外
国
の

地
域
社
会
等
と
の
関
係
構
築
に
よ
っ
て
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
「
ロ
ー
カ
ル
」
の
双

方
向
的
な
視
点
か
ら
地
域
の
国
際
化
推
進

に
貢
献
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
新
た
な
挑
戦
と
し
て
、

高
知
大
学
で
は
、「
グ
ロ
ー
カ
ル
創
生
推

進
士
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
グ
ロ
ー
カ
ル
創
生
推
進
士
」
の
人
材
像

 

「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
は
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー

カ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で
す
。
地
方

創
生
推
進
士
に
認
証
さ
れ
た
学
生
が
、
国

際
的
な
視
点
か
ら
地
域
と
協
働
し
、国
内
・

海
外
の
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
だ

証
と
し
て
、そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
育
ん
だ〝
世

界
と
地
域
を
繋
ぐ
力
〟
を
証
明
す
る
称
号

が
、
高
知
大
学
の
独
自
認
証
で
あ
る
「
グ

ロ
ー
カ
ル
創
生
推
進
士
」
で
す
。

　

グ
ロ
ー
カ
ル
創
生
推
進
士
育
成
科
目
は

国
内
・
海
外
の
「
地
域
」
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
し
て
、
国
際
学
生
と
共
に
地
域
で
協
働

す
る
と
い
う
趣
旨
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

同
年
代
の
世
界
の
若
者
と
共
に
地
域
に
飛

び
込
み
、
仲
間
と
ま
み
れ
、
地
域
課
題
解

決
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
重
視
し
ま
す
。

　

称
号
を
得
る
た
め
に
は
、
地
方
創
生
推

進
士
育
成
科
目
18
単
位
の
修
得
に
加
え
、

４
単
位
の
グ
ロ
ー
カ
ル
創
生
推
進
士
育
成

グローカル創生推進士にボーダー（境界）はありません。
国内・海外の「地域」が私たちのフィールドです。全学部・
全学年の学生が対象です。
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」

      １

上の写真は 2023 年２月に実施したインドネシア実習より
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高知のカツオ：漁業を担うのはインドネシア人

　
「
こ
こ
に
は
何
に
も
な
い
か
ら
ね
」。
こ

れ
は
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
が
地
域
で
何
度

も
耳
に
す
る
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
観
光
地
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
名
所
旧
跡
や
イ
ン
ス
タ
映

え
す
る
飲
食
店
・
ス
ポ
ッ
ト
は
少
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
こ
に
は
人
々

の
暮
ら
し
が
あ
り
、
自
然
と
歴
史
を
活
か

し
た
産
業
が
営
ま
れ
、
そ
し
て
地
域
の
繋

が
り
が
確
か
に
存
在
し
ま
す
。

　

高
知
大
生
と
国
際
学
生
が
共
に
地
域
を

理
解
し
、
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
実
践

を
通
じ
て
、「
何
も
な
い
」
か
ら
「
こ
こ

に
し
か
な
い
」
地
域
の
価
値
や
魅
力
を
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

高
知
の
足
下
か
ら
グ
ロ
ー
カ
ル
を
考
え
る

　

高
知
の
名
物
で
あ
る
カ
ツ
オ
の
た
た

き
。
こ
れ
を
釣
っ
て
い
る
の
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
の
漁
業
実
習
生
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
高
知
の
カ
ツ
オ
一

本
釣
り
漁
を
支
え
て
い
ま
す
。
そ
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
が
母
国
で
ど
の
よ
う
な
暮
ら

し
や
産
業
を
営
ん
で
い
る
か
、
想
像
し
た

インバウンド観光：狙うは台湾人観光客。県内各地で誘致

地域の国際化推進：安田町フィールドワーク

高
知
の
中
の
世
界
と
出
会
い
、

世
界
の
中
に
高
知
を
見
つ
け
る
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２

こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
の
食

卓
に
も
グ
ロ
ー
カ
ル
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
国
内
需
要
が
落
ち
込
む
日
本
で

は
、全
国
各
地
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光（
外

国
人
旅
行
者
）
の
誘
致
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
５
月
、
台
湾
と

高
知
県
を
結
ぶ
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
就

航
し
、
台
湾
か
ら
観
光
客
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
台
湾
の
人
々
は
高
知
の
ど
こ
に
魅

力
を
感
じ
、
な
ぜ
高
知
を
選
ん
だ
の
で

し
ょ
う
か
？　

こ
こ
に
も「
グ
ロ
ー
カ
ル
」

な
視
点
で
高
知
の
魅
力
を
考
え
る
ヒ
ン
ト

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

国
際
共
修
か
ら
地
域
の
国
際
化
推
進
へ

　

グ
ロ
ー
カ
ル
創
生
推
進
士
の
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
高
知
大
生
と
国
際
学
生
が
共

に
地
域
課
題
解
決
に
資
す
る
力
を
身
に
つ

け
る
国
際
共
修
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住

民
と
協
働
す
る
こ
と
に
よ
る
、
地
域
の
国

際
化
推
進
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
は
、
高
知
大
生
・
国
際
学
生

の
活
動
や
意
見
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
、

地
域
に
い
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
験
を

直
接
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
実
習
地
で
は
「
ヒ
ジ
ャ
ブ
や
ハ

ラ
ー
ル
（
イ
ス
ラ
ム
法
で
合
法
な
も
の
）

へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
」「
地
域
の
魅
力

を
伝
え
た
い
」「
外
国
語
で
話
し
て
み
た

い
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
地
域
住
民
か
ら

聞
か
れ
ま
し
た
。
住
民
の
意
識
変
化
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、高
知
の
足
下
か
ら「
グ
ロ
ー

カ
ル
」を
考
え
る
一
例
で
す
。
国
際
学
生
、

地
域
住
民
と
学
び
合
う
中
で
見
え
て
く
る

高
知
の
課
題
や
魅
力
に
つ
い
て
、「
グ
ロ
ー

カ
ル
」
な
視
点
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

科
目
の
修
得
が
必
要
で
す
。
台
湾
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
海
外
協
定
校

と
連
携
し
た
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
正
課

科
目
と
し
て
、
高
知
県
内
で
実
施
す
る
え

ん
む
す
び
隊
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
準

正
課
科
目
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
さ
ら
に
正
課
科
目
・
準
正
課
科
目
を

拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

　

国
内
と
海
外
の
ど
ち
ら
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
皆
さ
ん
の
興
味
関
心

か
ら
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

高知：世界と繋がる自分 台湾：「地方創生」最前線 インドネシア：子供達にインタビュー

日本 台湾 インドネシア

▶詳細は５〜６ページをご覧ください。



２
０
２
４
年
３
月
、
グ
ロ
ー
カ
ル

創
生
推
進
士
の
第
１
号
が
誕
生
し
ま

し
た
。
国
内
実
習
と
海
外
実
習
（
台

湾
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
を
修
得
し
た

古
谷
さ
ん
の
経
験
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

初
め
て
の
海
外
実
習
と
な
っ
た
「
地

方
創
生
グ
ロ
ー
カ
ル
演
習
Ⅱ
」で
す
。

協
定
校
で
あ
る
台
湾
・
国
立
高
雄
科

技
大
学
の
学
生
と
夜
遅
く
ま
で
、
最

終
発
表
に
向
け
た
議
論
と
準
備
を
重

ね
ま
し
た
。
英
語
を
使
っ
た
国
際
学

生
と
の
交
流
で
は
、
ど
う
し
て
も
言

語
の
壁
が
あ
る
。
限
ら
れ
た
自
分
の

語
彙
力
で
、
相
手
へ
の
伝
え
方
を
工

夫
し
ま
し
た
。

　

実
習
期
間
中
は
時
間
が
限
ら
れ
て

い
て
、
と
に
か
く
し
ん
ど
か
っ
た

（
笑
）。
今
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

実
習
前
の
私
は
「
地
方
創
生
」
を
人

口
減
少
と
い
う
一
側
面
で
し
か
捉
え

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
対
策

も
、
ど
う
す
れ
ば
地
域
の
人
口
が
増

え
る
か
ば
か
り
。
国
内
・
海
外
の
実

習
で
国
際
学
生
と
と
も
に
地
域
に
向

き
合
っ
た
こ
と
で
、
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
新
た
な
課
題
を
考

え
、
そ
の
対
応
に
つ
な
が
る
手
法
を
創

り
出
す
と
い
う
意
識
が
よ
り
強
く
な
り

ま
し
た
。

　

最
近
、
グ
ロ
ー
カ
ル
創
生
推
進
士
の

取
り
組
み
が
活
き
た
と
感
じ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
学
部
実
習
で
地
域
誌
『
い

な
ぶ
っ
く
』
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
地
域
住
民
と
学
生

と
の
間
で
地
域
へ
の
想
い
や
表
現
方
法

（
言
葉
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
に
違

い
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
、
住
民
目

線
で
考
え
る
大
切
さ
と
、
そ
れ
を
伝
え

る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
生
同

士
で
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

海
外
で
の
経
験
が
、
今
自
分
が
立
っ

て
い
る
高
知
で
活
か
せ
て
い
ま
す
。

自己評価に現れた実習の成果

MY STORY

古ふ
る
や谷 

展の
ぶ
ひ
さ久 

さ
ん

海
外
の
経
験
が
高
知
で
活
き
る

地
域
協
働
学
部
２
年
生
◇

台湾実習のフェアウェルパーティー
（左手前が古谷さん）

実
習
が
豊
富
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

行
動
力
等
の
ア
ッ
プ
を
実
感

2024 年 2 月実施
台湾実習

2023 年８〜９月実施
高知実習

※注：レーダーチャートの元となるアンケート調査は、国際プログラム SUIJI の「５ capabilities: ５つの力」を援用した。

安田町：浴衣を着て近所をご挨拶

台湾：国立高雄科技大学ガイダンス

　

学
生
の
学
び
の
評
価
は
、
学
生
自
身
の

成
長
に
つ
な
げ
る
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
改
善
に
も
必
要
不
可
欠
で
す
。
こ
こ

で
はSUIJI-SLP

（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
で

活
用
し
て
き
た
「
学
び
の
評
価
」
指
標
を

基
に
学
生
の
成
長
と
変
化
を
考
え
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
学
生
が
身
に
つ

け
る
力
を
「
人
に
ま
み
れ
る
力
」「
掘
り

下
げ
る
力
」「
行
動
を
起
こ
す
力
」「
共
に

創
る
力
」「
経
験
に
学
び
、
伝
え
る
力
」

の
５
つ
に
分
類
。
学
生
は
、
実
習
の
開
始

時
と
終
了
時
に
自
己
評
価
を
記
入
し
、
自

身
の
学
び
や
変
化
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

台
湾
実
習

　

対
象
者
は
２
０
２
４
年
２
月
の
台
湾
実

習
に
参
加
し
た
高
知
大
生
４
名
、
千
葉
大

生
２
名
。
平
均
点
は「
人
に
ま
み
れ
る
力
」

（
事
前
13
・
１
→
事
後
17
・
５
）、「
掘
り

下
げ
る
力
」（
10
・
０
→
15
・
３
）、「
行

動
を
起
こ
す
力
」（
10
・
１
→
14
・
３
）、

「
共
に
創
る
力
」（
12
・
０
→
16・
３
）、「
経

験
に
学
び
、伝
え
る
力
」（
12・１
→
15・３
）

と
全
て
の
項
目
で
自
己
評
価
が
向
上
し
ま

し
た
（
左
図
）。
特
に
「
掘
り
下
げ
る
力
」

で
大
き
な
向
上
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
初
め

て
の
海
外
実
習
と
い
う
慣
れ
な
い
環
境
の

中
、
地
域
を
理
解
す
る
た
め
の
観
察
や
議

論
を
重
ね
た
結
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
内
実
習

　

対
象
者
は
２
０
２
３
年
８
〜
９
月
の

国
内
実
習
に
参
加
し
た
高
知
大
生
９
名
。

平
均
点
は
「
人
に
ま
み
れ
る
力
」（
12
・

３
→
事
後
15
・
２
）、「
掘
り
下
げ
る
力
」

（
10
・
１
→
12
・
４
）、「
行
動
を
起
こ
す

力
」（
10
・
０
→
13
・
４
）、「
共
に
創
る

力
」（
12
・
２
→
14
・７
）、「
経
験
に
学
び
、

伝
え
る
力
」（
12
・
０
→
14
・
６
）
と
全

て
の
項
目
で
自
己
評
価
が
向
上
し
て
い
ま

す
。
特
に
「
行
動
を
起
こ
す
力
」
で
大
き

な
向
上
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
国
際
学
生
へ

の
通
訳
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、
自

ら
が
主
体
的
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
向
上
す
る
こ
と
を
理
解
し
て
く

れ
た
の
だ
と
考
え
ま
す
。

5

10

15

20

5

10

15

20

人にまみれる力

掘り下げる力

行動を起こす力共に創る力

経験に学び、
伝える力

人にまみれる力

掘り下げる力

行動を起こす力共に創る力

経験に学び、
伝える力

実習前
実習後

実習前
実習後

      ３
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地方創生推進士とグローカル創生推進士を目指すカリキュラム

地方創生推進士 グローカル創生推進士
地域への深い理解と愛情を証明する称号 “世界と地域を繋ぐ力” を証明する称号

グローカル創生推進士の称号を得るには、地方創生推進士育成科目 18 単位の修得に加え、
グローカル創生推進士育成科目４単位の修得が必要です。

国内と海外のどちらからでも修得可能。

グローカル創生推進士育成科目

共通教育
・「地方創生グローカル演習Ⅰ」（２単位）
・「地方創生グローカル演習Ⅱ」（２単位）
・「国際協働演習Ⅰ」（２単位）
・「国際協働演習Ⅱ」（２単位）
・「ベーシック国内サービスラーニング」（４単位）
・「ベーシック海外サービスラーニング」（４単位）
・「アドバンスド国内サービスラーニング」（４単位）
・「アドバンスド海外サービスラーニング」（４単位）

地域協働学部専門科目（地域協働学部学生のみ）

準正課

・海外特別演習（２単位）

・コラボ考房プロジェクト
　（地域課題解決協働実践コース）（２単位相当）
・えんむすび隊（グローカル）（２単位相当）
・インターンシップ（グローカル）（２単位相当）

２科目以上かつ４単位以上を修得

地方創生推進士までの４つの phase

１st
phase

2nd
phase

3 rd
phase

4 th
phase

地域を「知る」

地域を「もっと知る」

地域と「会う」

地域を「体験する」

６単位 ※必修科目を含む
・正課（共通教育）

４単位
・正課（共通・専門教育）
・準正課（地域講座）

４単位
・正課（専門教育）
・準正課（えんむすび隊、地域交流）

４単位
・正課（専門教育）
・準正課（社長インターンシップ）
　　　　 （高知市長インターンシップ）

Glocal
Innovator

SUIJI には大学院生向けのプログラムや共同研究もある

日台連盟の調印式

国
内
外
の
多
数
の
大
学
と
連
携

共
同
研
究
の
強
力
な
基
盤

日
台
大
学
地
方
連
携
及
社
会
実
践
連
盟

（
通
称
：
日
台
連
盟
）

　

２
０
２
１
年
11
月
、
国
内
４
大
学
（
高

知
大
学
、
信
州
大
学
、
千
葉
大
学
、
龍
谷

大
学
）
と
台
湾
６
大
学
（
国
立
曁
南
国
際

大
学
、
国
立
成
功
大
学
、
国
立
中
山
大
学
、

東
海
大
学
、
国
立
高
雄
科
技
大
学
、
国
立

台
湾
海
洋
大
学
）が「
地
方
創
生
」を
テ
ー

マ
に
し
た
学
術
交
流
、
教
育
連
携
、
産
業

振
興
に
向
け
た
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
発
足
し
ま
し
た
。
加
盟
校
の
取
り
組

み
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
（
日
本
語
・
中

国
語
）
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

Six-University Initiative Japan- 
Indonesia

　（
通
称
：SUIJI

＝
ス
イ
ジ
）

　

SUIJI

は
、
四
国
３
大
学
（
愛
媛
大
学
、

香
川
大
学
、
高
知
大
学
）
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
３
大
学
（
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
、
ボ
ゴ
ー

ル
農
業
大
学
、
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学
）
が

共
同
し
て
教
育
・
研
究
を
進
め
る
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
で
す
。
実
施
す
る
教
育
・
研

究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
、
学
士
課
程
（
学

部
生
）
を
対
象
と
す
る
の
が
「
日
本
・
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
農
山
漁
村
で
展
開
す
る
６

大
学
協
働
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」（
通
称
：SUIJIｰ

SLP

）
で
す
。

４

GLOCAL INNOVATOR



　

国
内
実
習
は
、
高
知
大
学
が
所
在
し
、
皆

さ
ん
が
住
ん
で
い
る
こ
こ
高
知
県
が
舞
台
で

す
。
私
た
ち
が
当
た
り
前
に
暮
ら
す
こ
の
高
知

県
で
、
文
化
や
宗
教
、
考
え
方
の
異
な
る
国
際

学
生
と
共
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
改

め
て
私
た
ち
の
住
む
高
知
県
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
２
０
２
３
年
８
月
20
日
〜
９

月
４
日
（
全
16
日
間
）
に
実
施
し
た
国
内
実
習

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

二
カ
国
の
学
生
が
高
知
へ

　

参
加
者
は
高
知
大
生
10
名
、
台
湾
学
生
14

名
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
学
生
６
名
と
い
う
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま
し

た
。
実
習
地
は
高
知
県
安
田
町
と
黒
潮
町
の
中

山
間
地
域
で
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
、
地
域
を
知
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
す
。
農
作
業
や
自
然
体
験
、
郷

土
料
理
な
ど
自
分
の
体
験
か
ら
地
域
理
解
を
深

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
、「
な
ぜ
条
件
不
利
地
で
農
業
を
続

け
る
の
か
」「
高
齢
者
の
〝
生
き
が
い
〟
は
何

な
の
か
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
運
営
方
法
」

な
ど
な
ど
、
国
際
学
生
か
ら
矢
継
ぎ
早
に
質
問

が
出
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
英
語
で
の
通
訳

さ
ら
に
は
自
分
の
意
見
を
英
語
で
返
し
ま
す
。

言
葉
の
壁
に
阻
ま
れ
て
上
手
く
伝
え
ら
れ
な

い
、
積
極
的
な
国
際
学
生
を
前
に
し
て
自
分
の

意
見
が
言
え
な
い
と
い
う
経
験
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
国
内
実
習
で
得
た
学
び
は
、
地
元
報
告
会

等
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の
考
え
や
経
験
を
地

域
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。
毎
年
、
報
告

会
で
は
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
涙
す
る
学
生
や
地

域
住
民
と
抱
き
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
高
知
県
に
い
な
が
ら
国
際
的
な
視

点
で
地
域
を
考
え
、
自
分
の
意
見
を
他
者
に
伝

え
る
。
そ
れ
が
国
内
実
習
で
目
指
す
「
グ
ロ
ー

カ
ル
創
生
推
進
士
」の
学
び
の
形
で
す
。
さ
あ
、

国
際
学
生
と
一
緒
に
高
知
県
の
魅
力
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

JAPAN                        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日  本

　

こ
こ
ま
で
読
み
進
め
て
く
れ
た
皆
さ
ん
は
、

「
将
来
、
国
際
協
力
の
仕
事
を
し
た
い
」「
国
際

学
生
と
交
流
し
た
い
」「
農
山
漁
村
の
現
状
を

知
り
た
い
」
と
い
う
夢
や
期
待
を
抱
い
て
い
る

で
し
ょ
う
。
グ
ロ
ー
カ
ル
創
生
推
進
士
育
成
科

目
は
、
全
学
部
・
全
学
年
の
学
生
を
対
象
に
し

て
お
り
、
参
加
目
的
も
様
々
で
す
。

　

し
か
し
、
外
国
語
習
得
や
文
化
交
流
を
主
目

的
に
設
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
国
内
・
海
外
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
文
化
や

宗
教
が
異
な
る
国
際
学
生
と
共
に
、
使
用
言
語

は
英
語
と
い
う
環
境
に
身
を
置
き
ま
す
。

　

自
分
自
身
の
体
験
と
仲
間
と
協
働
し
な
が
ら

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
地
域
を
考
え
、

理
解
し
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
何
が
出

来
る
の
か
を
考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

ま
た
、
国
内
・
海
外
の
ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、

国
内
と
海
外
の
ど
ち
ら
も
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
る
双
方
向
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
点
が
特
徴

で
す
（
原
則
、
海
外
実
習
は
国
内
実
習
を
修
得

し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
）。
高
知
県
で
得

た
学
び
を
海
外
で
さ
ら
に
伸
ば
す
た
め
、
海
外

で
得
た
言
葉
や
文
化
の
違
い
を
高
知
県
で
活
か

す
・
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

履
修
を
希
望
す
る
学
生
に
は
、
主
体
的
か
つ

根
気
強
く
地
域
を
探
求
す
る
姿
勢
、
国
際
学
生

と
積
極
的
に
交
流
す
る
姿
勢
、
地
域
に
対
し
て

敬
意
を
持
っ
て
接
す
る
姿
勢
が
強
く
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

グ
ロ
ー
カ
ル
創
生
推
進
士
に
ボ
ー
ダ
ー
（
境

界
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
内
・
海
外
の
「
地
域
」

が
私
た
ち
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。

台湾、インドネシア、
そして高知で学ぶ

「地域」と「世界」の視点

実習レポート

国
際
学
生
と

高
知
の
未
来
を
考
え
る

安田町：鮎釣り体験

※各実習の時期や期間、方法などは変更することがあります。
４月に実施するガイダンスに必ず参加してください（参加必須）。

「
地
方
創
生
グ
ロ
ー
カ
ル
演
習
Ⅰ
」

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
国
内
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
ほ
か

科目例

      ５



　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
実
習
は
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
６
大
学
（
愛
媛
大
学
、
香
川
大
学
、
高

知
大
学
、
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
、
ボ
ゴ
ー
ル
農
業

大
学
、
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学
）
に
よ
るSUIJI

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
も
と
で
実
施
す
る
教
育
・

研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
、
学
士
課
程
（
学
部

生
）
を
対
象
と
す
る
も
の
が
「
日
本
・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
農
山
漁
村
で
展
開
す
る
６
大
学
協
働

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
通
称
：

SUIJIｰ
SLP

）
で
す
。

　

SUIJI-SLP

で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持

ち
、
地
域
か
ら
持
続
可
能
な
未
来
づ
く
り
に
貢

献
す
るSUIJI

サ
ー
バ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
（
地

域
社
会
で
献
身
的
に
貢
献
す
る
リ
ー
ダ
ー
）

の
養
成
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は

２
０
２
３
年
２
月
27
日
か
ら
３
月
９
日
に
ボ

ゴ
ー
ル
農
業
大
学
で
実
施
し
た
「
ベ
ー
シ
ッ
ク

海
外
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。

共
通
課
題
の
存
在
を
強
く
認
識

　

参
加
者
は
高
知
大
・
愛
媛
大
・
香
川
大
を
あ

わ
せ
て
10
人
、
ボ
ゴ
ー
ル
農
業
大
学
の
学
生
が

30
人
で
す
。
実
習
地
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
西
ジ
ャ

ワ
の
ボ
ゴ
ー
ル
に
位
置
す
る
山
間
部
に
あ
る
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
標
高
は
１
５
０
０

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
は
い

え
肌
寒
い
気
候
の
中
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま

し
た
。
住
民
達
は
基
幹
産
業
で
あ
る
茶
収
穫
の

ほ
か
、
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
、
カ
フ
ェ
経
営
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
若
者
の
定
着
と
仕
事
の
創
出

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

新
興
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
急
激
な
経
済

成
長
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
と
し
て
、
地
域

社
会
に
ひ
ず
み
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
都

市
と
農
山
漁
村
に
お
け
る
経
済
格
差
の
拡
大
、

都
市
部
へ
の
人
口
流
出
、
海
外
か
ら
の
安
い
農

産
物
の
流
入
な
ど
、
こ
れ
ら
は
日
本
の
農
山
村

と
共
通
の
課
題
だ
と
い
え
ま
す
。

INDONESIA 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インドネシア

 

「
地
方
創
生
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
で
は

２
０
１
４
年
か
ら
、
台
湾
で
は
２
０
１
９
年
か

ら
政
策
課
題
に
掲
げ
、
人
口
減
少
対
策
や
地
域

産
業
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

「
地
方
創
生
グ
ロ
ー
カ
ル
演
習
Ⅱ
」
で
は
、
政

治
・
経
済
・
社
会
的
背
景
を
踏
ま
え
、
そ
の
地

域
の
暮
ら
し
や
産
業
、
文
化
を
理
解
す
る
と
と

も
に
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
た
め
の
地
方

創
生
に
向
け
て
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
実
践

す
る
こ
と
、
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
２
０
２
４
年
２
月
12
日
〜
２
月

21
日
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
７
日
間
）
に
か
け
て
実

施
し
た
実
習
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

ア
イ
デ
ア
を
専
門
家
の
前
で
発
表

　

参
加
者
は
高
知
大
生
４
名
、千
葉
大
生
２
名
、

協
定
校
の
国
立
高
雄
科
技
大
学
11
名
の
、
計
17

名
で
し
た
。
国
立
高
雄
科
技
大
学
の
所
在
す
る

台
湾
高
雄
市
を
拠
点
に
、
地
域
実
践
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
る
屏
東
県
林
邊
・
同
県
東
港
を
巡
り
ま

し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
学
生
が
現
地
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
参
加
し
て
高
齢
化
の
現
状
と
そ
の

対
応
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
的
建
造
物

の
活
用
、
洪
水
被
害
の
記
録
碑
の
建
立
・
管
理
、

観
光
産
業
に
よ
る
雇
用
創
出
な
ど
を
実
践
す
る

人
々
の
「
現
地
の
声
」
か
ら
地
方
創
生
を
理
解

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

あ
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
元
男
性
（
91
歳
）

が
語
る
「
林
邊
は
水
が
綺
麗
な
土
地
だ
っ
た
」

と
い
う
言
葉
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
清
朝
時
代
か

ら
残
る
歴
史
的
住
宅
を
拠
点
に
し
た
「
水
を
巡

る
地
域
学
習
ツ
ア
ー
」
を
検
討
し
、
社
会
実
践

の
専
門
家
達
の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。

TAIWAN 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　台  湾

台
湾
の「
地
方
創
生
」を

五
感
で
体
験
！

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
農
山
漁
村
を

自
ら
の
体
験
を
通
し
て
実
感

水を巡る地域の物語

自転車で地域を一周

子供達との交流

「
地
方
創
生
グ
ロ
ー
カ
ル
演
習
Ⅱ
」

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
海
外
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
ほ
か

科目例

科目例

６
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